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(b) 階段幅員1. 8 mの場合

6. 行動シミュレーションの展望

人間の行動をシミュレートして計画に応用し

ようとする研究は，まだ始まったばかりであ

り，モデルの妥当性の検討・実用性の検討等ま

だまだ解決しなくてはならない問題を多く含ん

でいる.

特に人間の行動そのものに関する調査例をも

っと増やし，行動と施設との関係を明らかにす

ること，モデル作成のために他の学問分野の成

果を適切に導入すること，行動シミュレーショ

ン特有の言語を開発すること，などが考えられ

る.

ここでは，階段の通路幅員を決定するシミュレーショ そのひとつの例として， APL/GPSS がリリースされ

ンの例を示す.これは従来，避難計算として安全性の検 ているが，専用シミュレーション言語がAPL環境のも

討の際行なわれていたものである.図 11に示すような居 とで動くことは，さらに利用しやすくなることと恩われ

室にいる人が階段から全員避難する状況をシミュレート る. APL/DYNAMO の出現も望まれる.

するものである. われわれは，建築計画でのAPLの使いやすきを示す

この避難モデルは， APLでプログラミングした 4 つ ために， Architectural Planning Language と名づけ

の関数から成っている. た.

HINAN 入出力のコントロール

GENERATE 平面形状の作成
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機未来分析修

・第 3 回 日時 9 月 11 日(土) 14:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館

議題:職商い国家日本の命運，井上喜代重

出席者: 12名

未米分析研究部会のアプローチメソドロジーとして

「日本の社会を支配している本質的要因を煮詰めること

によって円本の将来の社会システムにどのような変化が

あるかが演えきできるはずJ との観点に立っている.今

1983 年 1 月号

回の発表により社会構造の本質的メカニズムの分析が行

なわれ，それを日本と外国との対比によって特性を浮彫

りにした点，国内問題を考える場合でもまた対外政策を

考える場合にもきわめて示唆に富むものがあった.

・第 4 回 日時 :10月 16 日(土) 14:00-17:00 

場所東京都勤労福祉会館参会者28名

議題:安全保障の原点を考える.

中川八洋(筑波大学)

安全保障の問題は，観念論が横行し，実体としてその

本質を探る論説はほとんどなかったが，この部会におい

ては，相当突っ込んだ点にまで掘り下げられたのは意義

のあるものであった.安全保障の問題は，パーフェクト

な解決策はないというのが定説であるが，今後の日本を

考えるうえにおいて，示唆に富むものが多かった.
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